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～高齢者介護危機を契機とした「連携」と「共生」の地域創生戦略～
■日本版CCRC構想～人口減少社会の医療・介護の未来像と自治体の役割
■[東京・杉並区]南伊豆町（静岡)への区域外特養整備とお試し移住の試み
■[山梨・都留市]シルバー産業の構築と日本版CCRC構想の融合―「大学コンソーシアムつる」の取組み
■[ゆいま～る／コミュニティネット]空き家活用と地域包括ケアをキーワードとした日本版CCRCの具現化

高齢者地方移住政策と自治体まちづくりの連携―



人口減少社会に向かう日本の医療介護の現状と将来予測 
１．人口減少社会で、これから大都市と過疎地でおきること
２．医療・介護はどのように変わる必要があるのか
３．人の老い方、死に方が変わる　

１．杉並区と南伊豆町との交流
２．杉並区の高齢化の現状と将来予測
　(1)高齢化の現状                       (2)施設整備の状況と特養待機者の状況
３．杉並区の高齢者施策と今後の方向性
　(1)地域包括ケアの推進　　   (2)総合的な高齢者の住まいの整備
４．区域外特養整備
　(1)健康学園跡地を活用した特養整備から町有地活用へ変更　(2)区内用地取得の困難性と区域外特養整備
　(3)区域外特養整備の検討状況とこれまでの経緯
５．お試し移住
　(1)新たな広域連携の試み         (2)お試し移住者の暮らし支援
　(3)アクティブシニアが健康寿命を継続できる仕組みづくり　　 (4)お試し移住のメリットと課題

〔自治体連携型〕杉並区の南伊豆町（静岡）への特養整備とお試し移住

【高橋泰氏プロフィール】
1986年金沢大学医学部卒、東大病院研修医、東京大学医学系大学院（医学博士）、米国スタンフォード大学
アジア太平洋研究所客員研究員、ハーバード大学公衆衛生校武見フェローを経て、1997年より国際医療福祉
大学教授、2004-8年医療経営管理学科長、09年より現職。

〔大学連携型〕都留市版生涯活躍のまち（ＣＣＲＣ）構想
　～「シルバー産業の構築」と「日本版ＣＣＲＣ構想」との融合
１．「都留市版生涯活躍のまち構想」検討の背景
　(1)「強み」と「弱み」の抽出と課題解決　　(2)「シルバー産業の構築」をはじめとした本市の重点施策
　(3)事業効果への期待
２．「都留市版生涯活躍のまち構想」のコンセプト
　(1) まちの「強み」を活かした「生涯活躍のまち構想」　 (2) 住みたくなるまち、住み続けたいまちの実現に向けて
　(3)「生涯活躍のまち構想」はまちづくりの「手段」
３．「都留市版生涯活躍のまち構想」の取組み状況
　(1)庁内推進体制と「大学コンソーシアムつる」の設立    (2)移住促進に向けた周知活動とニーズ把握、相談体制の強化
　(3)事業運営モデルの構築と事業主体の掘り起こし    　(4)今後の予定と課題

〔事業者参画型〕地方創生のキーワードは「空き家活用」と「地域包括ケア」
　～日本版ＣＣＲＣの具現化と「ゆいま～る」の事例紹介～
　１．事業化のためのポイント
　　(1)ニーズをつかむ（マーケティング・商品開発）　　
　　(2)事業化の推進（生涯活躍のまち推進協議会）
　　(3)住まいの確保（空き家・空き地の活用）　　　　　
　    (4)地域包括ケアの構築
　２．事業化に欠かせない要素
　　(1)地域プロデューサーの活動
　　(2)移住促進（生涯活躍のまち移住促進センターなど）
　３．自治体との連携
　　(1)住民・自治体・議会の理解
　　(2)町の総合計画の課題と解決案の提示
　　(3)やれるところからのスタート
　４．「ゆいま～る」シリーズの事例紹介

【ゆいま～るシリーズについて】　
子どもから高齢者まで、さまざまな価値観を持つ人たちが、世代や
立場を超え、お互いの生活を尊重しながら、ともに支え合う仕組み
のある「まち」づくり。それが一般社団法人コミュニティネットワーク
協会が提唱する「100年コミュニティ」です。（株）コミュニティネット
はその理念を実現するため、全国で「ゆいま～るシリーズ」の事業
主体として100年コミュニティづくりを進めています。
（事例）ゆいま～る伊川谷、ゆいま～る那須、ゆいま～る多摩平の森、
　　　ゆいま～る聖ヶ丘、ゆいま～る拝島、ゆいま～る厚沢部他

「連携」・「共生」をキーワードとした高齢者移住・集住の計画と実際


